
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
映像信号を変調し電波により無線伝送するＦＰＵ装置において、

【請求項２】

【請求項３】

10

20

JP 3604105 B2 2004.12.22

該無線伝送の受信機側で受信復調した映像信号から同期信号を再生して発生する同期信号
発生回路と、上記再生された同期信号の出力と上記受信復調した映像信号の出力を切り換
える切換回路と、上記無線伝送の受信機側の受信電界強度が低下したとき、Ｓ／Ｎ比が劣
化した上記映像信号に上記再生された同期信号を付け直して出力するよう上記切換回路の
切換動作を制御する回路を備え、
上記受信電界強度が低下したとき、同期信号を付け直した上記受信復調した映像信号を上
記切換回路の後段に位置する表示部に出力することで、上記表示部に表示された同期の乱
れていない受信復調した映像によりアンテナの方向調整を行うことを特徴とするＦＰＵ装
置。

請求項１記載のＦＰＵ装置において、
上記表示部として、上記切換回路の出力である上記映像信号の波形を表示する波形表示部
、上記映像信号に対応する映像を表示する映像表示部のいずれか一方を少なくとも有する
ことを特徴とするＦＰＵ装置。

請求項１記載のＦＰＵ装置において、
上記切換回路の切換動作を制御する回路を、上記受信電界強度を検出する電界強度検出回



【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はＦＰＵ装置の改良に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
ＦＰＵ装置において入力電界強度が低下したとき、例えば、アンテナの方向調整時、約－
８５ｄＢｍ以下となったとき、ＦＰＵ受信装置から出力される映像信号のＳ／Ｎ比は劣化
し、ＦＰＵ装置に接続されたピクチャモニタあるいは波形モニタでは同期が乱れてしまい
、どの様な信号が伝送されているかわからなくなってしまう。アンテナの方向調整を行な
う場合、入力電界強度を示すメータを見ながら行なう方法、ピクチャモニタを見ながら行
なう方法、あるいは波形モニタを見ながら行なう方法が有るが、最終的にはピクチャモニ
タに映る映像を見て、自分が伝送すべき信号かどうかを判断することで、入力電界強度を
示すメータが最も強く振れる方向にアンテナが合わせられる。
【０００３】
アンテナの方向調整を始める前は、当然アンテナ方向が合ってない為、入力電界強度が低
く、Ｓ／Ｎ比が劣化している。そこで、アンテナの方向を変更し、入力電界強度が－８５
ｄＢｍ以上になった時点で、初めてピクチャモニタの同期が固定され、どの様な映像を受
信しているか判別するようになる。その判別が可能となる前は（－８５ｄＢｍ以下におい
ては）、映像成分を一応受信して復調していたとしても、Ｓ／Ｎ比が悪く、ピクチャモニ
タの同期が止まらないため、受信の画面が乱れ、どの様な映像を受信しているか判断でき
ない。これは全く受信していないのと同じである。
【０００４】
従来の技術では、低入力電界強度時に、入力のバンドパスフィルタにより入力周波数帯域
を狭くしてＳ／Ｎ比を向上させ、ピクチャモニタの同期が固定されやすくする方法が用い
られた。しかし、この方法でもＳ／Ｎ比の改善度は周波数帯域を狭くした分に相等する６
ｄＢ程度であり、それよりも低い入力電界時ではピクチャモニタの同期は乱れてしまう。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
前述の従来技術では低い入力電界であって、ピクチャモニタあるいは波形モニタで同期分
離が不可能となる程、Ｓ／Ｎ比が劣化した場合は、画面が乱れて何を受信しているのかわ
からなくなってしまうという欠点がある。これは受信側のピクチャモニタの同期が固定す
るためには、送られてくる映像信号の同期信号だけにたよっている為である。
【０００６】
本発明はピクチャモニタの同期が乱れる程度にＳ／Ｎ比が劣化した場合は、同期信号を再
生し、波形の整った同期信号を付け加え直してピクチャモニタ側へ送出することを目的と
する。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明は上記の目的を達成する為、入力電界強度を検出する回路、及び同期信号分離回路
、同期信号発生回路、同期信号合成回路により構成され、入力電界強度が約－８５ｄＢｍ
以下となった場合、同期信号合成回路が動作し、映像成分はＳ／Ｎ比が悪くても同期成分
のＳ／Ｎ比は良い信号を、ＦＰＵ装置から送出することを可能とする。
【０００８】
本発明の作用としては、ＦＰＵ装置から出力される信号はＳ／Ｎ比がどんなに悪くても、
ピクチャモニタの同期は乱れず、何が画面に映っているか判別することが可能になる。
【０００９】
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路と、該電界強度検出回路で検出した受信電界強度が所定値以下となったとき上記同期信
号発生回路からの信号に基づき上記切換回路の切換動作を制御する制御信号を出力する回
路としたことを特徴とするＦＰＵ装置。



【発明の実施の形態】
以下、この発明の一実施例を、図１を用いて説明する。
パラボラアンテナ１から入力したＳＨＦ信号は、ローノイズアンプ２により増幅され、ダ
ウンコンバータ３でＩＦ信号に変換される。そのＩＦ信号は、ＩＦ信号増幅回路４を通り
、復調回路５で映像信号に復調される。
【００１０】
一方、ダウンコンバータ３からのＩＦ信号は、入力電界強度検出回路６に入力され、入力
電界強度が－８５ｄＢｍ以上か以下のいずれかが、検出される。本ブロック図で、信号７
の電圧は－８５ｄＢｍ以上の時は、ＬＯ、－８５ｄＢｍ以下の時は、ＨＩとなる。８は同
期信号分離回路、９は同期信号を再生及び発生する回路で、１０のＳＹＮＣ信号又はブラ
ックバースト信号を出力する。又、１１のコンポジットブランキング信号を発生する。１
３は切換回路で、１２のコンポジットブランキング信号により、映像信号とＳＹＮＣ信号
１０を切換える。コンポジットブランキング信号１２は、信号７の電圧がＬＯのとき、つ
まり入力電界強度が－８５ｄＢｍ以上のときは、無信号となる為、ＳＹＮＣ切換えは行な
わない。
【００１１】
又、図２は、映像信号の波形モニタの波形とピクチャモニタの画面を示す。図２の１，１
′は、入力電界強度が高い時の復調出力で、図２の１は波形モニタ波形、図２の１′はピ
クチャモニタ画面である。図２の２，２′は入力電界強度が低い－８５ｄＢｍ以下の時の
復調出力波形で、波形モニタ及びピクチャモニタ画面の同期が乱れて、何が映っているか
わからない状態を示す。図２の３，３′は図２の２の状態から同期信号を付け直した場合
の波形で、図２の３の波形モニタも図２の３′のピクチャモニタの画面についても、同期
が固定され、ノイジーではあるが何が映っているか判別可能となる。
【００１２】
以下この動作について説明する。
入力電界強度が－８５ｄＢｍ以下の場合、入力電界強度検出回路６により判定を行ない、
ピクチャモニタにて同期検出不可能なＳ／Ｎ比である、低い入力電界強度であると判定す
る。その場合、復調回路５から出力される映像信号は、Ｓ／Ｎ比が悪く、その信号をピク
チャモニタで見た場合、図２の２′の様に同期が乱れ、何が映っているのか判別不可能で
ある。
【００１３】
このノイジーな映像信号から、同期信号分離回路８及び同期信号発生回路９によって、同
期信号が再生され、ＳＹＮＣ信号１０又はブラックバースト信号を出力する。このＳＹＮ
Ｃ信号１０又はブラックバースト信号と、Ｓ／Ｎ比の悪い映像信号をコンポジットブラン
キング信号１２により切換えて出力することにより同期信号の付け直しを行なう。これに
より出力される映像信号は図２の３，３′の様になり、波形モニタでもピクチャモニタで
も同期が乱れることなく観視することが可能となる。
【００１４】
【発明の効果】
従来、パラボラアンテナから入力される、ＳＨＦ信号の入力電界強度が極端に低い場合、
例えば、アンテナ方向調整をする前の状態等の場合、ピクチャモニタで復調映像信号を見
ても、同期が乱れてどの様な映像を受信しているか判別が不可能であった。
【００１５】
本発明により入力電界強度が極端に低い場合でも、ピクチャモニタ及び波形モニタの同期
はより乱れ難くなり、どの様な映像を受信しているか判断が可能となる。これにより、よ
り速く方向調整をすることができる。又、モニタ出力に重畳されるキャラクタ信号につい
ても、ＳＨＦ信号が無い場合であっても識別可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の全体ブロック構成例を示す図
【図２】本発明の効果を示した波形モニタの波形とピクチャモニタの画面
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【符号の説明】
１：パラボラアンテナ、２：ローノイズアンプ、３：ダウンコンバータ、４：ＩＦ信号増
幅回路、５：復調回路、６：入力電界強度検出回路、８：同期信号分離回路、９：同期信
号発生回路、１３：切換回路。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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